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「感謝状」の全文⇒ 

 

                               

 

  

  ～明治三陸大津波義援金～ 

今から約 120 年

前、明治 29 年（1896）6 月 15 日午後 7 時 32 分、現在の岩手県釜石市の東方沖約 200 ㎞の海底を震源

とするマグニチュード 8 の巨大地震が起きました。これにともなって、巨大津波が三陸海岸を襲い、宮

城・岩手・青森の三県が被災し、死者行方不明者が 2 万人を超える惨憺たる状況となりました。これが、

「明治三陸大津波」と称される大災害です。「東日本大震災」そのままの様子が彷彿とされる状況であ

ったことは、容易に想像されます。 

ところで、当館が 3 年前から実施している、町内小中学校の統合に伴う、「学校所蔵古書類調査」か

ら、120 年前にも被災地への募金活動が学校において行われていた事実が判明しました。 

つまり、今回の調査で、石川小学校の古い綴が発見され、その中に、「明治三陸大津波」の義援金に

対する、被災三県知事連名の感謝状が見つかったのです。感謝状は 2 枚あり、1枚は生徒 182 名に対し

て、もう1枚は職員5名に対してのものです。感謝状の上部には、

ピン穴の痕跡が 3 か所認められ、当時廊下や教室に掲示されたで

あろうことが想像できます。 

「東日本大震災」を経験し、現在もその渦中にある私たち石川

町民、福島県民だからこそ、この 2 枚の感謝状の持つ意味の重要

性、大きさがつくづくと実感されます。 

一昨年、平成 27 年（2015）5 月 29 日、鹿児島県屋久島町口
くちの

永
え

良部
ら ぶ

島の新岳（標高 626ｍ）が大噴火し、全島民が隣の屋久島に避難しました。口永良部島の金岳小・

中学校には、福島県と鹿児島県の教員交流によって、石川中学校に勤めていた先生が偶然にも赴任して

いました。石川小学校、中学校では早速、全校の児童生徒・職員が募金を行い、同島に贈りました。同

先生の感激した様子が報道されたことは、まだ記憶に新しい所です。 

古い綴から、この町には「絆」の精神が 120 年も前から脈々と受け継がれていることが分かり、驚嘆

せざるを得ません。 

石川町立歴史民俗資料館は、町

の文化財保存と活用、町民の教

育、学術及び文化の発展を目的

に、昭和 49（1974）年秋に開館

しました。公的施設としては、

県下のさきがけの一つです。 
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⇑ 発見された「感謝状」（生徒向：旧石川小学校蔵） 

⇓  明治時代の公文書綴（旧石川小学校蔵） 


